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「令和元年度三沢市と三沢基地米軍との連絡協議会定例会」 

（概要） 

 

日 時：令和２年２月２８日（金）１０：２６～１１：２６ 

場 所：米軍三沢基地将校クラブ  

 

１ 開会 

 

２ 開会の挨拶：  

第３５戦闘航空団司令官兼米軍三沢基地司令官 クリストファー・ストルーヴィ大佐 

三沢市長 小檜山 吉紀 

： 

３ 出席者紹介 

米 軍 側： 第３５戦闘航空団報道部長 ローレン・リンスコット大尉 

三沢市側： 三沢市政策部基地渉外課長 岡部 章典 

 

４ 議事 

 

◎案件（三沢市） 

① オリンピック聖火リレーへの協力依頼について（政策調整課）：山本政策部長 

今年の６月１１日（木）と１２日（金）に、青森県内において、オリンピックの聖火リ

レーが行われることとなっており、三沢市内では、２日目の１２日に、聖火リレーが開催

されます。 

図面上、赤い線で示しておりますのが、三沢市の聖火リレールートとなります。岡三沢

小学校をスタートし、市役所前、県道十和田・三沢線、米軍三沢基地正面ゲート前を経由

して、最終的に市役所前をゴールとする約３ｋｍのルートとなっております。 

聖火リレーが実施される時間帯ですが、おおよそ１３時４０分から１４時１６分頃と予

定されております。この時間帯に、聖火リレールート及び周辺の道路では、リレーが行わ

れる前後の時間も含めまして、２時間から３時間程度の車両の交通規制が行われる見込み

となっております。 

図面上で青く示して正面ゲート周辺と貴管理下の道路が、聖火リレールートに関連する

場所となります。このことから、交通規制が行われる時間帯においての使用制限について、

ご理解とご協力いただきたいと考えております。    

聖火リレーには、多くの方が見学に来ることが予想されます。当市といたしましては、

皆様と協力しながら、安全な実施に向けて取り組んでまいりたいと考えておりますので、

特段のご配慮を賜りますよう、お願いいたします。 

 

（回 答）ストルーヴィ司令官 

 ２０２０年東京オリンピック・パラリンピックの開催を心待ちにしております。特に、

この６月１２日には三沢市において聖火リレーが実施される予定とのこと、大変期待をし

ているところであります。 

協議会の前に、小檜山市長より正面ゲート前及び管理道路につきましての依頼文書をす

でに受領しておりまして、また今日の内容と併せまして詳細を頂いております。 
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本件につきましては、基地といたしまして支援したいと考えておりますし、この聖火リ

レーの成功を心から願っております。本件につきましては、基地報道部が窓口になります

ので、詳細につきましては報道部との調整をお願いしたいと思います。 

 

② 三沢空港における民間航空の利用促進への協力依頼について（政策調整課）山本政策

部長 

現在、三沢空港には、東京羽田便が３便、大阪伊丹便、札幌丘珠便が各１便、合計５便

が就航しております。 

 空港の利用状況では、利用率が２０１３年度（平成２５年度）から６年連続で上向きと

なっております。 

 このように、三沢空港の利用が年々高まっていることから、三沢市では、さらに三沢空

港の利用促進を図るため、２０１７年度（平成２９年度）から毎年度チャーター便を実施

しており、今年４月末には種子島へのチャーター便が運航されます。 

チャーター便の運航に際しましては、滑走路の使用に関する、米軍関係者の皆様のご支

援とご協力に心から感謝申し上げます。今後とも、当該チャーター便における着陸許可等

に特段のご配慮をお願いいたします。 

併せまして、東京羽田便をはじめ、当該チャーター便も含め、米軍関係者による利用促

進につきましても、ご協力をお願いいたします。 

 

（回 答）ストルーヴィ司令官 

三沢市がチャーター便を計画していますことを理解しております。三沢空港におきまし

ては、日米合同委員会の取り決めのもと、現在１日７往復便の民間航空会社による離発着

が認められております。その中でのチャーター便運用であれば、基地といたしましてはチ

ャーター便実施につきましてはご支援したいと考えております。 

また、これまでも過去にもチャーター便の計画がございまして、ハワイへのチャーター

便等に関しましては、これまでもご支援してきておりますので、引き続きそのご支援の体

制を維持して参りたいと思っております。 

また、空港の利用促進につきましては、従来どおり基地内でも様々な旅行、ツアー等を

計画しておりまして公私ともに三沢空港を利用し、航空機を利用して各地に出かけている

といった状況でありますので、こちらの利用促進に関しましてもご協力したいと考えてお

ります。 

 

③ グローバル人材育成事業への協力依頼について（国際交流課）山本政策部長 

当市では、「グローバルに活躍できる地域の人材を育てる」ことを政策目標のひとつに掲

げており、具体的な事業の実施にあたり、米軍三沢基地のご支援、ご協力を引き続きお願

いするものであります。 

まず、１点目は三沢基地内大学県民就学事業についてでありますが、この事業は、１９

９０年（平成２年）８月に開始され、以来今日まで３０年にわたり青森県民及び三沢市民

に対し、アメリカの大学による貴重な高等教育の機会を提供して参りました。 

しかしながら、近年は日本人就学者数の低迷が続いていることから、オープンキャンパ

スの継続開催や模擬授業の実施などにより、この事業を広く周知するための広報活動に一

層の力を注ぐ必要性を強く感じているところであります。 

大学のない当市の市民にとっては、高等教育を受ける貴重なチャンスでもありますこと
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から、この事業の周知拡大と日本人学生の増加に向けた広報活動の実施について、米軍三

沢基地のご理解、ご協力をお願い申し上げます。 

続いて、２点目はあおもりグローバルアカデミーについてですが、この事業は、青森県

と三沢市の共同事業として２０１３年（平成２５年）に開講し、本年度は７年目のセミナ

ーを昨年１２月に終えたところであります。 

三沢基地内で実施するプログラムといたしましては、例年、在札幌米国総領事館から講

師を招聘して開催する「日米交流講演会」と、英語によるコミュニケーションの実践講座

として、ＢＸにて米国人へのインタビューを行う「フィールドワーク」の２つがあり、受

講生やあおもりグローバルアカデミー実行委員会の委員などから好評を博しております。 

国内に居ながらにして英語を用い、外国の文化に触れることができるこのようなプログラ

ムの提供は、当市でしか実施できないものと自負しております。 

今後においてもこのセミナーを継続していくため、受講生、講師及び事務局職員の基地

内への立入りに係る手続き等において、引き続きご理解、ご支援くださいますよう重ねて

お願い申し上げます。 

 

（回 答）ストルーヴィ司令官 

皆様の良き隣人といたしまして共に成長し、基地との共存共栄を掲げる三沢市の市民の

皆様に感謝をいたしております。基地内大学の就学プログラムと青森グローバルアカデミ

ー、両方とも非常に三沢市の特色を活かしたプログラムであると思っていますし、まさに

三沢ならではのプログラムであると思っております。 

そしてパートナーシップの大切さに理解を深め、国際的なスキルを役立てたいと願う

方々には、とても意義のある事業であると私も思っております。 

三沢基地は、これまでも基地内大学の就学事業と青森グローバルアカデミーのプログラ

ムどちらも継続して支援をして参りましたけれども、今後の支援に対しましても引き続き

サポートしていきたいと思っております。 

また、この事業をさらに成功に導くため、三沢市の関係各位と協力をいたしまして進め

て参りたいと思っております。 

 

④ イングリッシュキャンプ及びジュニア・イングリッシュ・デイへの協力依頼について

（学校教育課）山﨑教育部長 

 中学生を対象に英語によるコミュニケーション能力向上を目指して実施する英語教育推

進事業【イングリッシュキャンプ】について、引き続き米軍基地内の施設見学及び施設内

体験について、ご協力をお願いいたします。 

イングリッシュキャンプは、２０２０年（令和２年）８月３日～８月５日を期日として、

市内の中学生４０名を募集する予定です。 

開催日のうち、８月４日に基地内訪問を計画しておりますので、そのサポートをお願い

いたします。米軍関係者の方々にも大変なご負担をおかけすることになると思いますが、

何卒ご協力くださいますようお願いいたします。 

昨年８月に行いました日程・内容ですが、時間は９：００～１３：００、見学・体験場

所として、米軍憲兵隊、米海軍、米軍消防隊、米軍病院、昼食については、フードコート

にて実施いたしました。 

 協力依頼内容として、基地入門パス申請・基地内の見学及び体験する各施設との連絡調

整・昼食会場の手配をお願いいたします。 
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次に『ジュニア・イングリッシュ・デイ開催への協力について』ご説明いたします。 

小学生を対象に英語を使って楽しくコミュニケーションを図ることを目指して実施するジ

ュニア・イングリッシュ・デイについて、米軍基地内の施設見学及び施設内体験について、

ご協力をお願いいたします。 

ジュニア・イングリッシュ・デイは、２０２１年（令和３年）１月１３日を期日として、

市内の小学６年生４０名を募集する予定です。 

基地内訪問を計画しておりますので、そのサポートをお願いいたします。米軍関係者並

びに小学校関係者の方々にも大変なご負担をおかけすることになると思いますが、何卒ご

協力くださいますようお願いいたします。 

今年１月に行いました日程・内容ですが、時間は１１：００～１４：３０、見学・体験

場所として、BX、カミサリー、ソラーズ小学校、昼食については、フードコートにて実施

いたしました。 

協力依頼内容として、基地入門パス申請・基地内の見学及び体験する各施設、ソラーズ

小学校との連絡調整・昼食会場の手配をお願いいたします。 

 

（回答）ストルーヴィ司令官 

三沢市のイングリッシュキャンプですけれども、基地の支援は長年継続されておりまし

て、今年も提示いただいた日程でご協力をしたいと思っております。 

 ジュニア・イングリッシュ・デイですが、先ほどもご説明がありましたが、今年の１月

８日に、市内の小学６年生を基地にお迎えいたしまして、初めてジュニア・イングリッシ

ュ・デイを開催したところであります。当日は BX やカミサリーの職場を見学するという形

で、その後フードコートにおいて、実際にランチを自分たちで英語を使って注文したりし

て楽しんだようです。また、その後ソラーズ小学校に行きまして、小学校の生徒さん方と

交流を通じて大変有意義な一日であったと伺っております。 

今年度も８月のイングリッシュキャンプ及び１月のジュニア・イングリッシュ・デイ両

方のプログラムをご支援させていただきたいと思います。日米の子どもたちにとって、大

変貴重な体験となるという風に思っておりますし、願っております。また、このような事

業は日米の友好をさらに発展させることと思います。関係各位と調整を密にいたしまして、

また両方のプログラムを成功裏に導きたいと思っております。 

  

⑤「１０市大祭典 in みさわ」への協力依頼について（産業観光課）関経済部長 

１０市大祭典は、県内１０市が連携し、各市の祭りや郷土芸能、食、観光情報などを一

堂に集結させ、各市の魅力発信のイベントとして行っており、２０２０年度（令和２年度）

は、９月２６日から２７日の２日間の日程で三沢市において行われる予定であります。 

開催場所については、赤色の枠で示されておりますとおり、メインステージ、各市の食

や物産品の販売等を行う市役所前エリアを中心としております。 

ゲート前周辺を三沢の文化を発信するエリアとして三沢ならではの BBQ 体験等を提供する

ブースの設置などを考えております。 

つきましては、イベント時における正面ゲート～スカイプラザ前交差点までの封鎖、緑

地帯の使用許可につきましてご理解ご協力をいただけますようお願いいたします。 

また、各市の山車や踊り等のパレードについては、スライドの黒い線で示しているとお

り、一方通行ナミスエ酒店からゲート前交差点を右折して市役所前までを考えております。 

また、会場全体の雰囲気作りとして英語版のチラシを作成し、多くの米軍関係者にも会
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場に足を運んでもらいたいと考えおります。 

今後プログラム決定後に詳細をご相談させていただきたいと考えておりますので、ご協

力をお願いいたします。 

 

（回 答）ストルーヴィ司令官 

三沢市から沢山のお祭りやイベントを計画していただき、実施していただくことで、米 

軍三沢基地は参加することができる機会を沢山頂いているということに基地は大変感謝の

気持ちを持っております。 

この度、青森１０市大祭典が三沢市で９月に開催されるとのこと、大変嬉しく思います。 

この祭典は、青森県の各市で開催されまして、今年は最後の大祭典として三沢市で実施さ

れるというと伺っております。細部につきましては、詳細がわかりましたら関係各機関と

調整をさせていただきたいと思っております。 

すでにアメリカンデー、七夕祭り、三沢夏祭り等の多くのイベントで基地の周辺緑地帯

を使用していただいておりますので、喜んでご支援をしたいと思っております。このよう

なイベントを通じて、三沢基地と三沢市周辺の皆様との絆がさらに深まることと願ってお

ります。 

  

５ 閉会の挨拶：  

三沢市長 小檜山 吉紀 

第３５戦闘航空団司令官兼米軍三沢基地司令官 クリストファー・ストルーヴィ大佐 

 

６ 閉会 

 

 

 

           以 上 


